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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、長野県庁職員を勤めた原崎秀司にとって、公務とはどのようなもの
で、戦後荒廃や生活再建を思案するなかで、それらがのちのホームヘルプ事業化にいかにつながったかを考察す
ることにあった。『長野縣厚生時報』（1940年）、『戸倉町公民館報』（1956年）などの第一次資料を分析し、
真理を見出すこと、戦残軍人遺族への配慮、心篤き援護、協同・組織の力などが重視されたことが明確になっ
た。家庭養護婦派遣事業の創設に結びつく糸口を解明すべく、要援護者の適切な選定や新生活運動の展開などを
重視した原崎の言説を精査し、その要点の実証的裏づけを試みた。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to investigate the public service of Hideshi 
Harasaki， who served as an officer of the Nagano prefectural government，and how it gives 
suggestions for today’s concept of social welfare and pioneering knowledge． To achieve that 
objective， we analyzed primary sources such as Naganoken Kosei Jiho (1940)， Toguramachi Kominkanpo
(1956) and relevant secondary sources． Results revealed emphasis on the following: to find out the 
truth in reality; reflection on defeat after the war led to consideration for war-bereaved families;
 the importance of not downgrading people as a whole but to upgrade them substantially through the 
power of cooperation; and becoming a good advisor as a “friend of the heart” while supporting 
social independence to promote the New Life Movement．This study enabled us to discover concepts of 
social welfare that are true to the present day， including “sympathy，” and “collaboration，” 
which are necessary to meet the needs of people．

研究分野：社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、戦後日本のホームヘルプ事業史研究を原崎秀司を通して一歩前進させるとともに、組織的な支援方法
の祖型を精査し、そこにみられる相互扶助や連携・協働を実証的に明らかにし、それを今日の社会福祉現場に実
践訓として生かせるところに意義がある。また、人物史研究の視点からも意義深く、有名・無名を問わず、優れ
た行動や思考を行った人に焦点化し、そこから学び得るものも少なくない。歴史の細部に重要な構造が宿るとい
うことを本研究を通じて体感できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 原崎秀司が、1965年に「日本の社会福祉を進めた 100人」（福祉新聞社）に選ばれたことや、
死後、勲四等瑞宝章を受章した事実からも、彼が社会福祉界に残した功績の大きさが窺える。
加えて、彼が当時、先進的であったホームヘルプ事業に着目しただけではなく、それを体系的
に整理し、県の単独事業として組織化し、実践に結びつけたことで、長野県民の生活改善や課
題解決に寄与していた点が意義深い。にも拘らず、そのプロセスの解明については、従前の先
行研究が十分に及んでいたとは言い難い状況にある。原崎のようなキーパーソンの思想や理念
がいかにして県政に影響したのかを解読するためには、彼に関する第一次史料のほか長野県庁
や日本赤十字社長野支部などにおける史料収集も必須となる。 
２．研究の目的 
 このように、時勢を見通し、必要な施策を必要な時期に設け、実践するといった原崎の姿勢
を読み解くことは、政策決定の思考・哲学を理解する上で重要であり、そこにどのような組織
化の工夫や人望の集め方があったのか、あるいはまた、反対意見や逆境をいかにして乗り越え
て行ったのかといった生き方や人生訓のヒントを学ぶことにもなり、今後の制度・政策を検討
していく上で重要な視点をもたらすことになろう。そこで、本研究では、1950年代前半の長野
県内での原崎の職務内容とホームヘルプ事業化との関係性を原崎及び家庭養護婦派遣事業に関
する第一次史料を基に、明らかにすることを目的とする。 
３．研究の方法 
 主な研究方法は、第一次資料を紐解き、同事業化のプロセスを実証的に明らかにすることで
ある。その際、原崎の内面にもアプローチする。これらの遂行には、資料収集と聞き取り調査
の両アプローチが必要である。まず、資料収集では①原崎が国連本部に提出した『欧米社会福
祉視察研修報告書』の発掘・分析、②長野県社会部厚生課の会議録・関連資料の発掘・分析、
③長野県社協理事会に関する会議録・記録物の収集・分析、④ホームヘルプ事業の関連職種に
関する資料の収集・分析の 4つの方法が不可欠である。一方、記録に残らない逸話・エピソー
ドを把握するべく、聞き取り調査を行う。①②では原崎の実子、元職員、現職員を対象とし、
③では元理事、現理事、横内浄音の子孫を対象とし、④では県内の寺院、教会、婦人会、団体
を対象とする。 
４．研究成果 
 上記課題①については、旧国連図書館（スイス・ジュネーヴ）、国立国会図書館、長野県庁図
書室、日本赤十字社長野県支部、長野大学図書館、上田市立図書館、戸倉町図書館、日本社会
事業大学図書館、原崎宅などに赴いたものの、『欧米社会福祉視察研修報告書』そのものの発掘
は未だに至っていない。継続課題として、スイス、アメリカの新旧国連本部・同図書館などで
史料収集をしていきたい。課題②に関しては、『長野県議会議事録』『長野県広報』『厚生年報 昭
和 38 年度』『生活相談員取扱事例集（秘）』などを発掘・収集し、その一端を口頭発表・論文投
稿により明らかにした。課題③については、『長野県社協ニュース』『長野県社会福祉協議会 50
年のあゆみ』及び県社協関係者への聞き取り調査から、その詳細を探った。但し、議事録・会
議録の類は未発見に終わっており、今後の継続課題となる。課題④については、民生委員、家
政婦、保健婦、看護婦などに関する基礎的な歴史書を通読できた。また、連携や分断の様相を
認識することができたが、さらなる掘り下げに課題が残った。 
 その他、原崎の県庁勤務時代については、現実のなかに真理を見出すこと、敗戦への省察が
戦残軍人遺族への配慮につながったこと、「心篤き援護」として未亡人対策が重視されたこと、
全体の切り下げではなく、協同・組織の力による実質的底上げが可能になること、住民たちの
民主性・自主性を喚起し、社会福祉を萌え上がらせようと意図したことなどが明確になった。
ここから、家庭養護婦派遣事業の創設に結びつく糸口を解明し、要援護者の適切な選定や新生
活運動の展開などを重視した原崎の言説を精査し、その要点の実証的裏づけを試みることがで
きた。一方、彼の晩年期に関しては、日本赤十字社長野県支部事務局長としての働きと使命感、
生涯問い続けたヒルティの『幸福論』を基盤にした幸福追求、日課であった読書、日誌記入、
短歌創作などの日常生活場面を明らかにし、旧来、母子福祉や高齢者福祉分野に尽力すること
が多いとされた原崎が、障害者福祉分野にも興味・関心をもっていたことを彼の足跡から明確
にした。 
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